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日経スマートワークのフレームワーク
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2024.5～

2

日経SDGs経営のフレームワーク



評価ロゴ＝該当の評価のロゴマークを付与

調査参加ロゴ＝スマートワーク回答企業全社に付与
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調査開始から
SWは10回目 SDGsは8回目

働き方、SDGsを企業価値に結び付ける
指標の一つとして定着

調査結果を回答企業ごとにより詳しく知り、
さらにレベルを高める段階に
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SW、SDGs両調査とも、

・調査結果発表のタイミングで、回
答全企業に、

評価ロゴマークとフィードバックレ
ポート（FBレポート、A4・1枚）を無
償で提供

SW、SDGs両調査とも、

・新「スタンダードレポート」を有償
で提供

（FBレポートは従来通り無償）

・新レポートを購入した企業に、評
価ロゴマークを提供

回答企業のみなさまに、レポートを活用し、自社スコアの内容
を分析・把握して、次に生かしていただくことが狙いです。

今回調査から

評価ロゴマークの提供方法を変更します

これまで
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SW編
調査回答企業

SW編
に回答

FBレポート

スタンダードレポート希望

（無料）

（有料）

課金

FBレポート
スタンダードレポ

ート提供
評価ロゴ付与

SDGs編
調査回答企業

SDGs編
に回答

評価ロゴマーク・新規レポート提供の流れ

（評価ロゴの提供はありません）

FBレポート

スタンダードレポート希望

（無料）

（有料）

課金

FBレポート
スタンダードレポ

ート提供
評価ロゴ付与

（評価ロゴの提供はありません）
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格付 偏差値帯 スマートワーク SDGs

★5.0 70以上 ～

★4.5 65以上 ～ 70未満

★4.0 60以上 ～ 65未満

★3.5 55以上 ～ 60未満

★3.0 50以上 ～ 55未満

★2.5 45以上 ～ 50未満

★2.0 40以上 ～ 45未満

★1.5 35以上 ～ 40未満

★1.0 30以上 ～ 35未満

★0.5 ～ 30未満

これまでの
付与範囲

追加する
付与範囲

評価ロゴマークのご提供

これまで☆5.0～☆3.0までの評価ロゴマークの付与を、☆5.0～☆2.0までに拡大します。

また、調査参加ロゴマークを、SW、SDGsとも全社にご提供します。
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昨年11月発表の調査結果の評価ロゴは、そのままお使いいただけます。
所定の申請手続きをお願いいたします。
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新規レポートと評価ロゴの
活用と手続きについて

日経リサーチ 編集企画部

2026年8月5日
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1. 評価ロゴの活用方法のご紹介

2. 新規レポートのご紹介

3. 詳細レポートのご紹介



評価ロゴについて
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◼★2.0以上の評価となった企業には、★付きのロゴを提供（有料）
 自社のHPやニュースリリース、統合報告書などに使用可能

✓ 客観的な第三者評価
日本経済新聞社による評価として、
投資家等にアピールできます

✓ 採用活動へのポジティブな影響
「働きがい」や「課題解決への姿勢」を
可視化、優秀な人材獲得に繋がります

✓ 社内のモチベーション向上
取り組み途上（★2〜）であっても、
外部評価から社内浸透を後押しします



評価ロゴについて
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ロゴの用途

（社）

26

27

24

29

69

28

0 10 20 30 40 50 60 70 80

プレスリリース

統合報告書

サステナビリティレポート

その他社外向け資料

Webサイトに直接掲載

社内利用



評価ロゴの利用例

◼ サカタインクス サスティナビリティサイトにて社外からの評価・認定として掲載
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出典：サカタインクス サスティナビリティサイトより
https://www.inx.co.jp/sustainability/data/evaluation/



評価ロゴの利用例

◼ 岡部 統合報告書にて外部からの評価・認定として掲載
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出典：岡部 「OKABE INTEGRATED REPORT 2025」より
https://ssl4.eir-parts.net/doc/5959/ir_material_for_fiscal_ym4/185774/00.pdf



評価ロゴの利用の流れ

◼ロゴの購入申し込み後、ロゴファイルと申請書をご提供いたします

◼ロゴの利用の都度、掲載内容と申請書を日経リサーチ事務局まで提出頂きます

◼事務局にて文言などを確認します

※プレスリリースでの掲載にあたっては、

 日本経済新聞社の広報チェックも行います

16© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

調査へのご回答いただき、ありがとうございました。

評価ロゴの使用にあたり、以下情報をご記入・ご提出ください。

【申請者】

【利用目的】（あてはまるものについて、プルダウンで「○」印を選択してください。）

1.プレスリリース
2.統合報告書
3.サステナビリティレポート
4.その他社外向け資料

具体的な資料名⇒

5.Webサイトに直接掲載
6.社内利用

具体的な資料名⇒

【掲載媒体の公開URL】

日経サステナブル総合2026　評価ロゴ申請書

申請者名

メールアドレス

貴社名

部署名

電話番号

調査種別 　　　　　　１．スマートワーク経営編　　　　　　　　　２．SDGｓ経営編
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1. ロゴの活用方法のご紹介

2. 新規レポートのご紹介

3. 詳細レポートのご紹介



レポートラインナップ

フィードバック スタンダード
レポート

アドバンス
レポート

プレミアム
レポート

情報開示支援
サービス

価格（税抜） 無償 26万円 75万円 95万円 125万円

大分類評価 ○ ○ ◎ ◎ ◎

中分類評価 ○ ○ ◎ ◎ ◎

小分類評価 ー ○ ◎ ◎ ◎

データ集 ー ○ ◎ ◎ ◎

他社の自由回答 ー ー ○ ○ ○
その他詳細コンテンツ

（事例集等）
ー ー ー ○ ○

開示の改善提案 ー ー ー ー ○
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◼ 大・中・小分類評価、データ集の◎については、指定企業の平均を掲載
◼ スマートワーク編のアドバンスレポートの提供はありません
◼ アドバンス～情報開示支援サービスにロゴが不要な場合は15万円減額いたします



＜分野別評価＞ 【評価と偏差値の対応】

　  偏差値70以上：S++

65以上～70未満：S+

60以上～65未満：S

55以上～60未満：A++

50以上～55未満：A+

45以上～50未満：A

40以上～45未満：B++

35以上～40未満：B+

30以上～35未満：B

＜分野別　評価ごとの社数分布＞　※薄緑色の網掛が貴社の位置になります。 　  偏差値30未満：C

S++ S+ S A++ A+ A B++ B+ B C

人材活用力 9 28 85 148 186 159 91 53 34 37

人材投資力 25 40 62 124 171 138 136 75 53 6

テクノロジー活用力 35 40 71 102 127 145 155 155 0 0

＜各指標の貴社偏差値＞

　　※記者評価については、偏差値非公開となっております。ご了承ください。

　　※2分野にまたがる「人材戦略とKPI」については、2分野合計の偏差値での表示となります。

　　※調査の設計が大きく変わりましたため、昨年度の偏差値は表示しておりません。

貴社偏差値

【2分野共通】

人材戦略とKPI

【人材活用力】

ダイバーシティ

多様で柔軟な働き方

ワークライフバランス

エンゲージメント

現場力向上

【人材投資力】 ＜自由記述設問の評価における貴社の位置付け＞

イノベーション推進・教育体制 　※具体的な偏差値は非公開です。

人材確保・キャリア自律 　※対象設問等、詳細は解説資料を参照ください。

多様なキャリアパス

先端分野人材の育成

【テクノロジー活用力】

テクノロジー活用力全体

■調査に関するお問い合わせ先

（株）日経リサーチ　編集企画部　木村・関根・宇野・原・堀江

TEL：03-5296-5198　（受付時間 10時～18時） FAX：03-5296-5100　e-mail：sw-survey@nikkei-r.co.jp 調査No.24-882-0003

貴社偏差値 65.9 75.1 60.5
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貴社評価 S+ S++ S

人材活用力 人材投資力 テクノロジー活用力
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ダイバーシティ

多様で柔軟な働き方

ワークライフバランス

エンゲージメント

現場力向上
イノベーション推進・教育

体制

人材確保・キャリア自律

多様なキャリアパス

先端分野人材の育成

テクノロジー活用力全体

今回
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（社数）

偏差値分布

貴社

～～

今回

偏差値 55.0
前回

偏差値

今回

偏差値

前回

偏差値

SDGs戦略・経済価値 48.4 69.0

社会価値 74.2 68.0

環境価値 57.1 67.0

ガバナンス 64.3 65.0

▼総合評価

▼大分類評価

70.0★4.5

20 30 40 50 60 70 80

今回

前回

◼スマートワーク・SDGsそれぞれ、スコア詳細をフィードバック

回答企業全社へのフィードバック
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▼中分類評価

SDGs戦略・経済価値
今回

偏差値

前回

偏差値
環境価値

今回

偏差値

前回

偏差値

方針 30.0 31.0 方針 30.0 31.0

報告とコミュニケーション 70.0 71.0 脱炭素の推進 70.0 -

推進体制・社内浸透 50.0 51.0 温暖化ガスの把握・削減 56.0 57.0

ビジネスでの貢献 44.0 45.0 消費電力の把握・削減実績 75.0 76.0

業績 53.0 54.0 資源循環・自然資本への対応 25.0 新分類

社会価値
今回

偏差値

前回

偏差値
ガバナンス

今回

偏差値

前回

偏差値

人権の尊重 36.0 37.0 ガバナンス方針と実効性 32.0 100.0

社会課題への対応 56.0 57.0 取締役会 50.0 110.0

労働時間・休暇 75.0 76.0 株主対応・株式保有 60.0 120.0

ダイバーシティー 70.0 71.0

人的資本経営 100.0 80.0



◼新聞には掲載されない自社のスコア詳細をフィードバックします

回答企業全社へのフィードバック
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側面ごとの偏差値評価が
分かります

側面の内訳として、中分類ごとの
評価偏差値＝テーマ単位で
自社の強み・改善点が客観的に分かります

▼中分類評価

SDGs戦略・経済価値
今回

偏差値

前回

偏差値
環境価値

今回

偏差値

前回

偏差値

方針 30.0 31.0 方針 30.0 31.0

報告とコミュニケーション 70.0 71.0 脱炭素の推進 70.0 -

推進体制・社内浸透 50.0 51.0 温暖化ガスの把握・削減 56.0 57.0

ビジネスでの貢献 44.0 45.0 消費電力の把握・削減実績 75.0 76.0

業績 53.0 54.0 資源循環・自然資本への対応 25.0 新分類

社会価値
今回

偏差値

前回

偏差値
ガバナンス

今回

偏差値

前回

偏差値

人権の尊重 36.0 37.0 ガバナンス方針と実効性 32.0 100.0

社会課題への対応 56.0 57.0 取締役会 50.0 110.0

労働時間・休暇 75.0 76.0 株主対応・株式保有 60.0 120.0

ダイバーシティー 70.0 71.0

人的資本経営 100.0 80.0

今回

偏差値 55.0
前回

偏差値

今回

偏差値

前回

偏差値

SDGs戦略・経済価値 48.4 69.0

社会価値 74.2 68.0

環境価値 57.1 67.0

ガバナンス 64.3 65.0

▼総合評価

▼大分類評価

70.0★4.5

20 30 40 50 60 70 80

今回

前回



◼新レポート「スタンダードレポート」は、
 評価編とデータ編の２コンテンツで構成
◼ 評価編では、一段階詳細な、小分類評価を提供
 ⇒詳細な自社の強み・改善すべき点が分かります

新レポート「スタンダードレポート」のご紹介 ①評価編
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１ランク上の企業平均、
同業種平均と比較



新レポート「スタンダードレポート」のご紹介 ②データ編

◼ データ編では、自社と回答企業の実施状況や指標を様々な分析軸で比較

⇒取り組み導入の優先順位検討や、KPIの目標設定に活用できます
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BQ21　女性活躍推進

女性社員向

けのキャリア

研修・セミ

ナーの実施

男性管理職

や同僚向け

の女性に対

する意識改

革研修

女性向けのメ

ンター制度の

導入

女性管理職

のロールモデ

ルの提示

同じような立

場の社外の

女性とのネッ

トワークや交

流の場を設

定

女性の少な

い職種等に

ついて、女性

採用の目標

値を設定

女性特有の

健康課題へ

の理解を深め

るための研

修・セミナーの

実施

不妊治療の

通院に対す

る特別休暇

の付与

該当 該当 該当 該当

69.4 56.1 32.7 43.9 57.3 39.6 61.3 44.9

68.9 54.8 31.0 42.0 56.2 38.7 60.5 43.5

75.4 72.3 52.3 66.2 70.8 50.8 70.8 61.5

93.8 88.6 71.0 83.5 90.3 67.6 90.3 80.7

83.7 73.1 38.5 53.8 72.6 48.6 75.0 53.8

69.6 50.8 21.5 35.1 51.8 31.9 58.1 38.7

39.8 22.5 8.4 13.3 24.9 17.7 30.9 16.5

100.0 100.0 88.9 97.8 97.8 82.2 93.3 88.9

94.8 92.7 65.6 82.3 88.5 69.8 93.8 78.1

85.5 69.5 40.8 55.3 74.6 47.6 78.5 57.6

46.0 30.7 10.8 18.3 30.4 20.4 35.2 20.9

73.2 60.4 32.3 41.7 58.8 43.8 64.6 48.6

66.1 52.6 33.0 45.7 56.1 36.1 58.6 41.9

業

種

製造業合計

非製造業合計

売

上

高

1兆円以上

3,000億～1兆円未満

1,000億～3,000億円未満

1,000億円未満

総

合

偏

差

値

偏差値65以上

偏差値60以上65未満

偏差値50以上60未満

偏差値50未満

上

場

区

分

上場企業

非上場企業

貴社

全体

0

50

100（％）
≪分析軸別　平均値・中央値≫ ≪ヒストグラム≫

全体 758 71.1
％

71.5
％

社数 平均 中央値

貴社 73.7
％

非製造業合計 68.9 68.8

製造業合計 73.6 74.5

【業種（AQ1）】

偏差値50未満 67.6 68.2

偏差値50以上60未満 73.0 73.2

偏差値60以上65未満 74.7 74.9

偏差値65以上 74.6 76.7

【総合偏差値】

1,000億円未満 67.1 67.1

1,000億～3,000億円未満 69.1 70.0

3,000億～1兆円未満 72.3 73.2

1兆円以上 76.2 76.5

【売上高】

非上場企業 71.3 71.7

上場企業 71.1 71.4

【上場区分】

BQ15　有給休暇取得率

平均 中央値
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選択形式設問では、自社導入有無と
評価ランク別などの導入率を掲載

指標設問では、自社の位置づけと
平均値を掲載
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1. ロゴの活用方法のご紹介

2. 新規レポートのご紹介

3. 詳細レポートのご紹介



レポートラインナップ

フィードバック スタンダード
レポート

アドバンス
レポート

プレミアム
レポート

情報開示支援
サービス

価格（税抜） 無償 26万円 75万円 95万円 125万円

大分類評価 ○ ○ ◎ ◎ ◎

中分類評価 ○ ○ ◎ ◎ ◎

小分類評価 ー ○ ◎ ◎ ◎

データ集 ー ○ ◎ ◎ ◎

他社の自由回答 ー ー ○ ○ ○
その他詳細コンテンツ

（事例集等）
ー ー ー ○ ○

開示の改善提案 ー ー ー ー ○
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◼ 大・中・小分類評価、データ集の◎については、指定企業の平均を掲載
◼ スマートワーク編のアドバンスレポートの提供はありません
◼ アドバンス～情報開示支援サービスにロゴが不要な場合は15万円減額いたします



アドバンスレポート

25

評価編
✓ 大分類、中分類、 小分類の評価について、
  指定した他社（5～10社）との比較ができます
※個社ごとではなく、平均値での掲載



アドバンスレポート

26

データ編
✓ 各種施策について、指定した他社（5～10社）の実施状況を掲載

※指定企業は個社ごとの回答ではなく、該当企業数での掲載

75.2 80.9

83.9 40.1

39.0

偏差値50未満 47.4 63.4 56.1 71.3 22.0

非製造業合計 65.1 79.3

偏差値50以上60未満 99.0 83.5 82.7 87.4 47.2

製造業合計 84.7 75.9 74.2

偏差値60以上65未満 100.0 95.6 97.8 93.4 67.6

87.2偏差値65以上 100.0 94.9 100.0 100.0

86.7

1,000億円未満 44.1 66.0 58.0 77.0 24.0

1,000億～3,000億円未満 81.7 66.7 64.5 78.3 31.9

3,000億～1兆円未満 87.6 84.1 82.4 86.5 41.2

1兆円以上 97.1 88.9 88.1 57.0

40.5未上場企業 80.4 86.5 78.4 89.2

82.1 39.6上場企業 74.2 76.8 74.4

全体 74.6 77.4 74.7 82.6 39.6

指定企業該当社数 5社 5社 4社 6社 3社

貴社 該当 該当 該当

上

場

区

分

売

上

高

総

合

偏

差

値

業

種

含まれる内容

SDGsへの貢

献と事業との

関係

発信

している

自社が

SDGsに取り

組む意義

自社が目指

すべき姿

マテリアリティ

(重要課題)

0

50

100（％）

貴社が指定した企業のうち、

実施していると回答した企業の社数が表示されます。

各分析軸ごとに選択肢を選んだ割合（%）

を掲載しています。

回答対象全社のうち、選択肢を選んだ割合を

棒グラフにしています。

貴社が回答された選択肢については、

棒グラフを赤色で表示し、下部に「該当」と表示しております。
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データ編
✓ 実績値などの数量値については、指定した他社の平均値を掲載

≪分析軸別　平均値・中央値≫ ≪ヒストグラム≫

指定企業 5 56.9

全体 635 65.6

%

%
67.1

%

社数 平均 中央値

貴社 69.0
%

非製造業合計 61.8 62.7

製造業合計 69.3 69.1

【業種（AQ1）】

偏差値50未満 59.5 60.3

偏差値50以上60未満 69.8 70.1

偏差値60以上65未満 72.6 72.7

偏差値65以上 70.9 72.4

【SDGs総合偏差値】

1,000億円未満 58.6 60.4

1,000億～3,000億円未満 65.1 65.7

3,000億～1兆円未満 68.0 68.8

1兆円以上 71.4 74.0

【売上高】

未上場企業 65.9 70.4

上場企業 65.6 66.7

【上場区分】

平均 中央値
値の分布をヒストグラムで掲載しています。

貴社および指定企業の位置もプロットしています。

各分析軸ごとの集計値として、

平均値と中央値を掲載しています。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

20

40

60

80

100

累積（%）

（社数）

該当の数量値を、回答していない／集計

できない企業を除き、算出可能な企業で、

集計しております。
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評価編で

自社の弱みを把握

データ編で

取り組みを確認

推進委員会の設置・役割

社内外の監査・評価

社内浸透

3

56.9 55.7 1.2 61.7 -4.8

52.3 56.4 -4.1 57.4 -5.1

59.7 52.4 7.3 55.4 4.3

貴社

偏差値

指定企業平均 指定企業トップ

偏差値 ギャップ 偏差値 ギャップ 貴社 指定企業トップ 指定企業平均

役員評価・

役員報酬へ

の組み込み

部門評価や

従業員の人

事評価への

組み込み

事業分野毎

の目標・活

動計画を設

定

現場に課題

解決を推進

する担当者

を任命

従業員に研

修を実施

従業員に対

して認知度

や理解度を

調査で確認

投資判断項

目への組み

込み

解決に貢献

するﾋﾞｼﾞﾈｽ

の創出を促

す場設ける

イントラネッ

ト､ポスター

などによる情

報発信

SDGs専用

の双方向の

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

を行う場の

創出

SDGsバッジ

の配布や名

刺への

SDGsロゴの

印刷

その他

該当 該当 該当 該当 該当

3社 3社 6社 8社 8社 8社 6社 4社 8社 3社 8社 0社

20.0 23.2 53.1 42.8 67.0 43.0 22.2 38.1 79.7 24.9 46.3 23.6

貴社

指定企業該当社数

全体

0

50

100（％）

社内浸透の偏差値が低く、
指定企業平均よりも
下回っている

自社が未実施で指定企業8社中6社が実施している、
「事業分野毎の目標設定」「投資判断項目への組み込み」
の導入を検討
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◼ 導入・活用分析
◼ 各指標を、制度・仕組みの「導入」と「活用」に分類し、「導入」と「活用」の

どちらが進んでいるのかを診断

◼ 自由回答ポイント解説
◼ ⾃由記述設問の評価ポイントを、先進事例と共に紹介します

◼ 企業タイプ別分析
◼ 全回答企業の属性及び企業特性を分析し、特徴ごとに企業を8グループ

に分類、それぞれの特徴・貴社の各グループへの適合度を示します

※コンテンツは変更になる可能性があります
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◼ GX（グリーントランスフォーメーション）
NIKKEI GX GX500ランキングを公表
https://vdata.nikkei.com/prime/gx/gx500/
◼ 評価結果詳細（小分類偏差値）
◼ GXに関する取り組みの状況 などを掲載
⇒自社のGXの推進度が分かります

◼ 今後注目の先進トピック
◼ 自然資本、人権に関する動向
◼ 先進的な開示例の紹介 などを掲載
⇒一歩進んだSDGs経営に役立つデータを提供します

※コンテンツは変更になる可能性があります

リスク・機会の分析

リスク・機会の開示内容

温暖化ガス排出【Scope1,2】の把握

温暖化ガス排出【Scope3】の把握

温暖化ガス排出【Scope3】の実績・見込

温暖化ガス排出【原単位】の実績・見込

カーボンクレジット購入実績

消費電力量の把握

再生可能エネルギーの把握

電力量の実績・見込

再生可能エネルギーの実績

脱炭素に向けた取り組み

カーボンフットプリント

ESG債の発行

脱炭素の自社外での貢献

カーボンニュートラル宣言

中長期目標

＊赤いラインが偏差値50（平均点）

72.0

73.0

再生可能エネルギーのうち証書購入量実績 65.0

66.0

69.0

70.0

66.0

67.0

70.0

71.0

貴社
指定企業平均 指定企業トップ

偏差値 ギャップ 偏差値 ギャップ

-5.0

65.0 64.0 1.0 72.0 -7.0

67.0 66.0 1.0 70.0 -3.0

66.0 65.0 1.0 71.0

64.0 63.0 1.0 73.0 -9.0

63.0 62.0 1.0 72.0 -9.0

-9.0

60.0 59.0 1.0 69.0 -9.0

62.0 61.0 1.0 71.0 -9.0

61.0 60.0 1.0 70.0

61.0 60.0 1.0 68.0 -7.0

62.0 63.0 -1.0 67.0 -5.0

63.0 64.0 -1.0 66.0 -3.0

64.0 65.0 -1.0 67.0 -3.0

-3.0

67.0 68.0 -1.0 70.0 -3.0

-1.0 -3.0

-1.0

68.0

69.0

排出量の

管理や

削減実績

省エネ

や

再エネ

活用

温暖化

ガス削減

の具体策

削減の

目標設定

温暖化ガス排出【Scope1,2】の実績・見込

10．GX500　小分類偏差値

指定企業平均と比較することで、自社が遅れているか・進んでいるかが分かります。さらに指定企業トップと比較することで、進んでいる分野においても、更なる改善の伸びしろが分かります。

※指定企業トップは、項目ごとに最も高い評価を表しています。総合評価が最も高い企業とは限りません。

情報開示

-3.0

-1.0 -3.0

71.0 72.0 -1.0 74.0

68.0 69.0 -1.0 71.0 -3.0

-1.0 -3.0

40 50 60 70 80

貴社 指定企業トップ 指定企業平均
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◼ 貴社の情報開示を評価

◼ 情報開示チェックリストに基づき開示を確認

◼ 貴社の開示資料を評価し、改善ポイントをお伝えします

気候変動開示チェックリスト
項目 チェックポイント レベル 備考

ガバナンス 環境に関する方針の有無 1 方針の適用範囲、環境監査の実施、調達における対応の有無

企業方針との関連性の有無 2

取締役会による監督体制（責任者、頻度） 2

経営陣の役割と報酬への連動有無 3

戦略 シナリオ分析 2 GRI,IEAなどのシナリオの種類への言及、2℃、4℃など複数のシナリオによる分析の有無

リスクと機会の定性的開示の有無 1 要因、対応策、影響度合い

リスクと機会の定量的開示の有無 3 市場、ビジネス戦略、財務計画に対する分析

財務的影響 3

脱炭素に向けた移行計画 2

気候変動に関するイニシアチブ、宣言、認定、評価機関スコア認定名の有無 1

図や表などわかりやすい表現での開示 2 一般的に誰もが理解しやすい伝え方を採用しているか

情報へのアクセス・閲覧・加工のしやすさ 2

指標と目標 あるべき姿としての達成目標 2 ex：2050年までにScope1～3のカーボンニュートラル達成

達成目標の具体的な内容 2 自助努力による削減率など

達成目標を実現するための中長期目標 2

目標達成のための自社の戦略に基づいたKPI 3 国や国際基準に準ずることのみを理由とはせず、自社戦略に基づくことがわかる記載

Scope1～３温暖化ガス排出量実績 2 Scope3カテゴリ別内訳など

消費電力、再生可能エネルギー使用量実績（自家発電なら発電量なども） 2

オフセット状況やカバー範囲などの実績の詳細情報 3

実績の第三者保証 2

情報へのアクセス・閲覧・加工のしやすさ 2 データブックでの詳細開示、分かりやすい表現での開示など

実現のための取り組み 独自性のある自社取り組み 2 自社や業界ならではや初の試み等の記載

取り組みの達成目標設定および実績 3

サプライチェーンでの取り組み 2

インターナルカーボンプライシングの導入 3

図や表などわかりやすい表現での開示 2 一般的に誰もが理解しやすい伝え方を採用しているか

情報へのアクセス・閲覧・加工のしやすさ 2

イメージ

○マテリアリティ特定にあた
り、自社への重要度とステー
クホルダーへの影響の2軸で
評価している（ダブルマテリ
アリティの採用）

〇各項目の評価の際に、社外
有識者や自社従業員の声を
取り入れている。

✓重点領域の特定の根拠と
なるマッピングについても合
わせて開示したい。

✓あるべき姿から逆算したマ
テリアリティごとのKPIの設
定→進捗管理まで一連の流
れとして開示したい。

チェックリストに基づき重点項目を確認
開示の充実度合いを評価

貴社の開示

出典：貴社サステナビリティレポート

貴社開示をチェックし、改善ポイントを提示
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◼ 貴社の参考となる他社開示例を提示

◼ 貴社の要改善ポイントを踏まえ、参考となる他社開示例を提供

⇒貴社ならではの情報開示を支援します

■株式会社○○
〇マテリアリティ特定にあたって、自社のバリューチェーンの上流～下流を整理。
〇マテリアリティとバリューチェーンの関係を一覧にして開示している。

他社の開示例
他社開示例

■株式会社○○
○外部ステークホ
ルダーへの影響を
縦軸、内部ステー
クホルダーへの影
響を横軸にとって
整理している。

〇マッピングをもと
に人に対する課
題と地球環境に
対する課題でマテ
リアリティを設定し
ている。

貴社の今後の情報開示に役立つような
先進企業の開示例を提示します
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サービス

申し込み

・比較企業選定

ヒアリング

・対象の媒体選定

・想定対象や注力
テーマの確認

レポートご納品

・チェックリスト

・貴社開示の評価・
要改善ポイント

・改善の参考となる
他社開示

※最短２０営業日でご納品
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評価編 データ編

自社の

人的資本・

SDGs

経営を推進

重要テーマに特化
して分析

プレミアム編
情報開示

支援サービス

•見直し

•対策立案

•社内浸透

•情報開示 etc.

自社内

さらに先進性と独自性
を追求

AND/
OR

＋α

自社の強みと弱み
を特定

施策単位で改善を
具体的に検討

自社ならではの
開示を追求

大分類→中分類→小分類と
ブレイクダウンしながら、

業界・他社と比較

各設問の回答状況を
業界・他社と比較

各テーマを深堀り
先進事例等を参照

開示の重点項目を
理解し開示を

ブラッシュアップ
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分析レポート 価格（税別） 納期 概要

スタンダードレポート 26万円 最短1営業日
・評価編
・データ編
※指定企業比較はできません

アドバンスレポート 75万円 最短10営業日
・評価編
・データ編
※スマートワーク編の提供はありません

プレミアムレポート ９５万円 最短10営業日
・評価編
・データ編
・プレミアム編

情報開示支援サービス １２５万円 最短20営業日

・評価編
・データ編
・プレミアム編
・自社媒体の情報開示診断

オプション 価格（税別） 概要

報告会 30万円

レポートについて要点をご説明し、要改善ポイントは他社の先進事例もご紹介します。
所要時間は60～90分（Q＆Aを含む）
レポートのご納品から10営業日以降で開催
※訪問またはオンライン、首都圏外への訪問の場合は別途交通費をいただきます

新規測定 20万円
日経サステナブル調査にご回答いただいていない場合は、レポートの作成のために調査
票にご回答いただく必要があります

指定企業追加パターン 20万円
レポートの指定企業を2グループに増やすことができます
※指定企業の選択によっては、承れない場合がございます

※情報開示支援サービスのレポートに基づく報告が必要な場合、＋10万円（税別）

※アドバンス～情報開示支援について、ロゴが不要な場合はー15万円（税別）
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◼ 8/31（金）～ （予定） ：レポート購入受付開始
◼ レポートおよびロゴの購入申込書をメールにてご案内します

◼ 結果発表前に申し込んでいただいた場合のメリット
◼ 結果発表当日に評価ロゴをお送りします
◼ スタンダードレポートは評価結果の紙面掲載当日に納品します
◼ アドバンス、プレミアムレポートは比較企業指定から１営業日後に

 評価編を先行納品します
 （評価編以外のコンテンツは、最短10営業日後にご納品します）
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編集企画部
日経サステナブル総合調査 事務局

03-5296-5198
sw-survey@nikkei-r.co.jp

サービス掲載HP

https://service.nikkei-r.co.jp/service/sdgs/sdgs-management

「日経SDGs経営」分析レポート

https://www.nikkei-r.co.jp/service/service/smartwork

SmartWork経営 診断プログラム

mailto:sw-survey@nikkei-r.co.jp
mailto:sw-survey@nikkei-r.co.jp
mailto:sw-survey@nikkei-r.co.jp
mailto:sw-survey@nikkei-r.co.jp
mailto:sw-survey@nikkei-r.co.jp


本日のご参加ありがとうございました。

問い合わせ：sw-survey@nikkei-r.co.jp 日経スマートワーク公式サイト
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